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陰性例（46例中 5 例）に比較し MUC1陽性例（35 例中 12例）では有意に高かった（p＝0.0104）．術後早期
遠隔転移再発の危険因子を logistic回帰分析により検討すると，MUC1陽性は術後早期遠隔転移再発の独立危



















あった（risk ratio，3.694; 95％CI，1.064-12.822; p＝0.0396）． 
 MUC1陽性肝癌ではAFP高値例，中・低分化型肝癌例，胆管侵襲やリンパ節転移陽性例が多く，術後早期遠隔
転移再発を来す症例が多かった．MUC1 陽性は術後早期遠隔転移再発の独立危険因子であったことから，MUC1
陽性例では術後肝内再発のみならず遠隔転移再発にも注意して経過観察を行うべきであると考えられた． 
 本研究は肝細胞癌の転移，浸潤能に着目し，MUC1発現の臨床的意義を示したもので，今後の肝細胞癌患者に
おける病態把握の一助となりうると考えられる．よって本研究者は博士（医学）の学位を授与されるに値する
ものと判定された． 
 
